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今
年
の
５
月
、
神
戸
製
鉄
所
棒
鋼
工
場
で
の
２‐
才

の
青
年
の
死
亡
事
故
の
後
、
日
本
共
産
党
神
鋼
委
員

会
は
、
「災
害
の
な
い
安
全
な
職
場
」
を
目
指
し
て
関

係
部
署

へ
の
申
し
入
れ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

①

６
月

２７
日
　
神
戸
東
労
働
基
準
監
督
署
↓
安

全
に
関
す
る
申
し
入
れ

②

８
月

２．
日
　
厚
生
労
働
省
兵
庫
労
働
局

↓
「神
鋼
に
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
指

一ど

を
求
め
る
申
し
入
れ

（同
行

中
宮
田
日

本
共
産
党
兵
庫
県
議
・味
日
日
本
共
産
党
神

戸
市
議
）

③

９
月

２５
日
　
神
鋼
本
社
人
事
労
政
部

↓
安
全
に
関
す
る
申
し
入
れ

（同
行

¨
日
本

共
産
党
山
下
芳
生
参
議
院
議
員
秘
書
、
日
本

共
産
党
兵
庫
県
委
員
会
）

①

ｍ
月

２．
日
　
神
戸
東
労
働
基
準
監
督
署

↓
安
全
に
関
す
る
再
申
し
入
れ

こ
れ
ら
の

一
連
の
行
動
で
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と

の

一
つ
は

「安
全
衛
生
改
善
計
画
」
問
題
で
す
。

「
，

１
１

罫
・今

年

の
重
大
事
故
の
発
生
を
受
け
て

①
　
５
月

１２
日
に
神
戸
製
鉄
所
が

「安
全
管
理
特
別

指
導
事
業
場
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

②
　
７
月
１
日

〈
斉
社
は
「安
全
衛
生
改
善
計
画
書
」

を
労
基
署
に
提
出
し
ま
し
た
。
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を買わす

「安
全
管
理
特
別
指
導
事
業
場
」
の
指
定
は
年
度

末

（
１５
年
３
月
末
）
ま
で
続
き
、
▼
】
の
問
定
期
的
に
、

労
基
署
労
災
防
止
指
導
員
に
よ
る
指
導
を
受
け
、
ま

た

「安
全
衛
生
改
善
計
画
」
の
進
捗
状
況
の
報
告
を

労
基
署
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
進
捗
が
不
十

分
と
判
定
さ
れ
れ
ば
指
定
は
延
長
さ
れ
ま
す
。

「安
全
衛
生
改
善
計
画
」
は
法
律
に
基
づ
い
て
作

成
さ
れ
た

「公
約
」
で
あ
り
、
経
営
幹
部
を
は
じ
め

全
て
の
労
働
者
が
こ
れ
に
基
づ
い
て

「安
全
な
職
場

つ
く
り
」
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な

計
画
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
計
画
の
存
在
は
全

て
の
労
働
者
に
オ
ー
プ

ン
に
な

つ
て
い
ま
せ
ん
。　
一

人
ひ
と
り
が
「安
全
改
善
計
画
」
の
全
体
像
を
知
り
、

時

々
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
て
、
不
十
分
な
箇
所
や

更
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
こ
そ

安
全
の
取
り
組
み
は
進
み
ま
す
。　
一
刻
も
早
い
計
画

の
公
表
と
そ
れ
に
基
づ
く
安
全
活
動
の
推
進
を
要
求

し
ま
す
。

会
社
は
、
路
抑
日
１‐
４
硝
万‐
ＫＷ
の
石
弟
火
打
発
電

所
を
建
設
し
、
２．
年
度
～
２２
年
度
に
供
給
開
始
す
る

計
画
を
発
表
し
ま
し
た

（
４
月

２５
日
）
。
石
炭
火
力

発
電
は
、
ど
ん
な
に
高
効
率
で
も
天
然
ガ
ス
火
力
発

電
の
２
倍
の
Ｃ
Ｏ
い
を
排
出
す
る
の
で
、
地
球
温
暖

化
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年

の
９
月
、
世
界
経
済
気
候
委
員
会
は

「
石
炭
か
ら
の

転
換
」
を
提
言
し
ま
し
た
。
神
戸
市
民
か
ら
も
強
い

批
判
が
起

っ
て
い
ま
す
。

企
業
は
い
ま
、
社
会
的
責
任
と
し
て
、
地
球
環
境

改
善

へ
の
貢
献

・
地
域
と
の
共
存
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｏ
崎
排
出
半
減

・
汚
染
物
も
少
な
い
天
然

ガ
ス
ヘ
の
転
換
を
要
求
し
ま
す
。
神
鋼
も
真
岡
で
は

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
方
式
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
話
■
碁
■
，

九
段

結
城

　

聡

湧患i
緩堰
果

黒
先
　
簡
単
に
考
え
る
と
失
　
　
豪
快
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

敗
し
ま
す
。
　
（５
分
で
初
段
）　
　
　
　
　
　
（１０
分
で
３
級
）

白
先
　
白
は
こ
の
珠
数
で
勝

て
ま
す
。
　
　
（５
分
で
５
級
）
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い
よ
い
よ
総
選
挙
で
す

（
１２
月

・４
日
投
票
）
。

グ
ラ
フ
参
照
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
安
倍
首
相

は

「ま
だ
企
業
業
績
が
不
十

分
。
こ
の
先
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
業
績
が
も

っ
と
上
が
れ

ば
、
一展
用
も
賃
金
も
良
く
な

る
」
と
云

っ
て
い
ま
す
。
果

た
し
て
そ
う
で
し
よ
＞っ
か
？

表
①
を
見
て
く
だ
さ

い
。

安
倍
政
権
が
発
足
し
て
２
年
、

大
企
業
の
利
益
は
大
幅
に
ア

ツ
プ
し
て
い
て
、
雇
用
は
全

体
と
し
て
増
え
て
い
ま
す
が
、

正
規
社
員
は
減

っ
て
増
え
て

い
る
の
は
非
正
規
社
員
で
す
。
そ
の
結
果
、
社
会
の

格
差
と
貧
囚
は
進
行
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
一‐企
業
が
活
躍
じ
や
す
い
国
」
に
す
る
た

め
に
、
派
遣
労
働
拡
大
の
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
、

残
業
代
不
払
い
や
首
切
り
推
進
の
労
働
法
改
悪
、
大

企
業
減
税

（そ
の
た
め
に
年
金

，
医
療

・
介
護

の
社

会
保
障
は
削
減
）
な
ど
が
目
白
押
し
で
す
。
い
っ
そ

う
の
格
た
と
貧
困
の
拡
大
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
で

は
経
済
の
再
建
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
は
、
消
費
税
増
税
、
労
働
法
制
改
悪
、

集
田
的
自
衛
権
行
使
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
米
軍
基

地
建
設
な
ど
、
ど
の
問
題
で
も
、
世
論
の
批
判
を
浴

び
、
反
対
運
動
が
広
が
り
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
看
板
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
、
消
費
不
況
で
景
気

が
落
ち
込
み
、
消
費
税

１０
％
も
で
き
ま
せ
ん
。
職
場

で
は

「安
倍
政
権
の
人
気
が
落
ち
て
き
た
が
、
今
な

ら
ま
だ
あ
と
４
年
政
権
を
維
持
で
き
る
と
の
日
論
み

で
は
？
」
と
の
声
も
出
て
い
ま
す
。
な
ん
と
も
身
勝

手
な
解
散
で
す
が
、
反
面
、
ア
｝の
身
勝
手
を
計
さ
ず
、

安
倍
内
閣
の
暴
走
を
抑
え
、
政
治
を
変
え
る
絶
好
の

チ
ヤ
ン
ス
に
で
き
る
解
散
で
も
あ
り
ま
す
。

て

′
ヽ量

ト

ー

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は

「世
界
で

一
番
、
企
業
が
活

躍
じ
や
す
い
日
を
日
指
す
」
こ
と
。
原
発
の
再
稼
働

と
輸
出
、
武
器
輸
出
緩
和
に
よ
る
防
衛
産
業
の
育
成
、

カ
ジ
ノ
の
誘
致
な
ど
も
こ
こ
か
ら
来
て
い
ま
す
。

確
か
に
大
企
業

の
業
績
は
改
善
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
中
小
企
業
は
み
ん
な
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
国
民

も
生
活
が
良
く
な

つ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
質
賃
金
が
下
が
り
続
け
て
い
る
か
ら
で
す

（上
の

中 5カ月連続マイナス

819

抑 13年
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(表①)安 倍政権の2年 間で庶民の暮らしは悪化
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

「不
十
分
」
で
は
な
く

「方
向

が
間
違

っ
て
い
る
」
の
で
す
。

こ
の
間
、
会
社
‐ぼ
業
績
が
上
が
れ
ば
従
業
員
に
還

元
す
る
と
云
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
確
か
に

一
時
金

は
業
績
に
運
動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
を
よ
く
調
べ
る
と
表
②
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
大

幅
に
従
業
員

へ
の
配

分
は
減
り
ま
し
た
。

更
に
、
今
年
の

一
時

金
は
１
３
５
万
円
で

昨
年
よ
り
あ
が
り
ま

し
た
が
ヽ
０６
年
の
基

準
に
従
え
ば
１
５
７

万
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の

一
方
、
内
部

留
保

は

０６
年
度
末

の
３
９
０
０
億
円
か
ら

１３
年
度
５
４
０
０
億
円
に

増
加
。
こ
の
内
部
留
保
を
従
業
員
の
給
与
や
下
請
関

連
会
社
の
発
注
単
価
に
回
す
こ
と
で
、
個
人
消
費
を

刺
激
し
日
本
経
済
を
活
性
化
で
き
ま
す
。

い
ま
全
国
で
２
８
５
兆
円
と
史
上
最
高
額
を
更
新

し
続
け
て
い
る
大
企
業
の
内
部
留
保
。
溜
ま
る
だ
け

の
こ
の
金
を
活
用
し
て
、
賃
上
げ
等
の
国
民
の
所
得

を
増
や
す
政
策
こ
そ
経
済
再
建
の
道
で
す
。

年収 200万 円以下の労働者

資本企 10億 円以上の企業の 4～6月 期

100万 ドル (約1.1億1■)以 上の富を持つ層

*1

* 2

米3

(表②)一 時金 1万 円アップ

に必要な経常利益アップ (「基

準経常利益」に対して)

2003年 7,7億 円

2006年 14.4億 円

12左,7～ 9月 14年 7～9月 増減

正規雇用者数 3327ラ写ノ( 33055▼ メ、 ↓22万人

非正規雇用者数 1829万 人 1952ラ研ノ代、 123 万 人

非正規雇用の割合 35`5% 37,1% ↑1、6ホ
↓
イント

雇用者報酬 (実質) 6243メほ円 619りこ円 10.4兆 円

個人消費 (実質) 78“9ツほ円 7618メほP] ↓９一 ツしFl

ワーキングプア *1 1090'万 ノ代 1120万 人 ↑30万人

貯蓄なし世帯割合 26,0% 3049る ↑44%

経常利益ネ2 740ツほ円 ジ低Fl 41 プほ「珂

富裕層 *3 263.7万 人 272.8ラ丁ノ代ヽ ↑9(1万人


